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「ひとこと」にこだわって

林 謙次郎

さLな

昨年末から 2ヶ月の問、気の重い雑務iζ苛まれてきたが 1月29日にヤットそれから解放された。

心の底から「海だ、海だ」 ( Ana basis にあるThaI a t ta t ha I a t t aノ）と叫びたいような解

放感に溢れて帰宅して見た夕刊の全面がスペースシャトノレ大惨事の記事で満ちていた。内容は世界

の受けた衝撃・哀悼、当局者の計画継続宣言、事故原因等々、いつに変らぬ報道であった。その中

に小さく挟まって、金銭の乙とで10才年下の義理の息子に殺された62才の婦人の記事が載ってしサこ。

両者比べようもないが、失われてし 1く”いのち”へのわれわれの係わりの差を改めて思い知らされた。数

日後、加賀乙彦が乙の大惨事に寄せて勺人は英雄なのか犠牲者なのか、それが問題だ”と問いか

けているが、その視点に強い共感を覚えた。

学内の”情報”中心機関たる図書館に入って見た。学年末試験が迫っているせし1か学生は平静に

勉学に勤しんでいた。

空いている椅子に坐り、雑然たる思いに耽っていたとき、フ卜新聞日曜版に掲載されていた”世

界名画の旅”モディリアーニの「黒いネクタイの女」の実物に接したときの記者の感想一乙の絵の

表情の背後には、いわば「生き生きとした死相Jが宿っているーを想い出した。身近に彼の画集は

見当らなかったが、静かな館内に坐っていると、乙の一語への妄想が際限もなく拡がっていった。

私には皆目絵が分らないが、何故かモディの絵は ζの40年来私に一種の平安を与えて くれている。

モディが、そしてそのモデノレがソット身近に寄り添うてきて、慰めと生への励ましの手を差延べて

くれる思いがする。異邦人として、又生涯逃れることの出来ない病を担って、その才能が遂に世に

認められる乙とのないままに官美への執念を燃やし続けた彼から発散してくる憂愁が何となく身近

に漂うてくるような思いがする。死の前年に描かれた彼の自画像にはわが身の肉の痛みが重なって見

えてくる。彼は祖国の大詩人ダンテに深く傾倒していたという。 「平和」に強い関心を寄せていた
trC.. 

ダンテlと：放ってモディも又平和に深い思いを寄せていたに違いない。それが故に伊土戦争、バルカ

ン戦争、世界大戦へと続く不安な時代に彼が受けた心の爪跡は大きかったのではあるまいか。何故

か 1910～1915年の頃に彼は自ら「優美の柱」と呼んでいた大理石のCaryatidやその素描を制作

している。彼には”飲んだ、描いた、死んだ”という辞が投げかけられていたというが、しかし、

モディは教会堂の建設を夢見ていたらしい。神への畏敬の想いを深めつつ、カリアティッドや細長

い人物像に支えられた教会堂を、何物にも乱されることのない真の憩いの場と心に定めていたので



はあるまいか。

論拠となる資料を何一つ持つ乙となく、新聞記事のひとととに触発されて自らの心に描いた妄想に柳

かの輿奮を覚えながら立って何という乙となく書架の間を歩き姐った。

仏文関係書架IC:J・コクトーの 2冊の豪華本が納められていた。 「阿片」と「わが魂の告白」で
ある。凡人には計り知ることの出来ない偉才の彼といま向かい合う力も暇もない。余命があったら

ゆっくり読んでみたし1。ただコクトーについては一つの想い出がある。1936年5月彼は若き友マ

ノレセル・キノレと日本に来た。P. クーリ ッジ号で日本を去ろうとする船上で 1人の記者が彼に日本

での印象を問うた。 ”軽い気持で来たが、去るに当って気は重い”との答にその記者はたたみ掛け

て重い気持の内容を問うた。通訳の堀口大学は”それは詩人の乙とばだ”といってその会見を打ち

切らせた、という記事を中央公論か改造で読んだ記憶である。時を経て 1946年の頃と思うが、彼

の映画”LaBel le et la Bete”が日本で上映、大騒ぎになった（ような気がする）乙とがある。

私には胸と心に一つの空洞があり、一時期の記憶が跡絶えておる。乙の映画を見たかどうかは定か

でないが、大騒ぎの原因は、乙の映画に六代目の鏡獅子が色濃く反映している、というのである。

そういえば、曲線の魅力を追求したモディは、 28才頃のコクトーの肖像を直線的に画いている。研

ぎ澄まされた凍てつく刃のような鋭角的な人物の表現としては他に手法がなかったのであろう。そ

のような異常な才能に恵まれたコク卜ーが”重い気持”を 9年間も心中で熟成させた結果が”美女

と野獣”に結実したことに気付いたのはそれから更に時を経た病床での乙とであった。

取り留めのない乙とを書き綴ってきた。

雑務iζ追い廻されて研究iζ沈潜できないせし1か近年頓に「ひと乙と」に乙だわるようになり、向

り続けるようになった。しかもその「ひとこと」が取組んでいる研究主題とは全く異質の円、のち」

とか「生きる」とか「平和」とかについての雑念である。基礎的知識を全く欠いている悲しさで、

拘り続けた思いが核となり、更に成長して結晶化し、新らしい「生」への展望とはならないで、反

って、心中益々混沌としてくるのである。

大橋良介がM.,He 1deggerの”Sein und Ze i t”の Seinを中国語では翻訳不能であることを

通じて、異文化への適応性の困難さとそれが故に独特の文化的創造の可能性について述べた記事を

読んで乙れにも大きな衝撃を受けると共に、普段よく口にしていた”世界性のあるviewpointの確

立”への想念に強い不安が募ってきた。

学生諸君に「自然の現象の法則性を求めて努力する自然科学徒のもつ共通性は「矛盾Jを受容し
ない精神であり、その精神に基づいて日毎の具体的出来事に応答して行乙うとするのが自然科学を

学ぶ者の生き方である。そのためには、個別的一分野の知識の集積・発展のみに専念するのではな

く、それらを超えた知恵を求めて努力する必要がある。」とよく話してきた。また、 ”divide et 

impera”の指導原理は見事な成果をおさめてきたが、今や”componereet impera”へと発展

すべきではなし可かとも云ってきた。

sophia，、 sapientiaやepis teme について劃然たる知識やcomponereについて深い洞察がある

訳ではないので乙れらの発言はま乙とに空疎なものといえようが、ユングの”元型”を聞きかじり、

日毎に出会う「ひととと」に触発されつつわがうちに礼持の思いを高場させながらこれらの雑

駁な想いに浸るとき、何故か一種の快感を覚えるのである。そして、 ”智者いづ乙にか在る、学者

いづこにか在る、乙の世の論者いづ乙にか在る、神は世の知恵をして愚ならしめ給へるにあらずや”

( Iコリント 1: 20）というバウロの言を想い起乙すとき、私の顔にも「生き生きした死相」を宿

すととが出来るのではなし1かとの期待が涌いてくる。

スペースシャトノレ計画の継続を宣言する指導者が胡拓者精神の現われであれば、 ”Lofty am-

bition”をモットーに”Beambitious／”と少年達に呼びかけた教師も又開拓者精神の具現者

であった。

乙の世の栄光を求めて努力する自然科学・技術の将来K生生とした歓喜への曙光を見出し得るの
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だろうか。

図書館の中の漫ろありきを楽しみながら今後も礼持のうちにわが思いを熟成させていきたし、

本館備付外国雑誌目録

1 Acta CrystallogrRphica, Sect. ;.., (DNK) 

2 Acta Crystallographica. Sect, 3, (DNK) 

3 Ac'.a Crystalloi;raphic:1, ..;c,:t, C, (Di、；K)

与 AmericanJour‘nal of Physic:il i・恰 dicine.(Uパ；，；）

5 Americun Journal of Physiolor;y. (L'0e.) 

6 Americ:m tfa.tur>ilist, (U,;A) 

7 Ans.lyticc, Chimica Acta, (iiLυ） 

8 Analytical Biochemistry, ([).;,,) 

9 八nalyticalCher百i.stry.(IJSA) 

1 o Ana tomia, lii s tologicJ, Embryologia. （ニ.SU)

11 Angewandte Chemie, Interl'ational .ill. (D1'U) 

12 Animal Hehはviour. ( GBR) 

13 Annals of Applied !3iology・（G!lR)

14 Archives of Biochemistry and iliophysics. (U.:iA) 

15 Art Internation&.l. (CIIE) 

※16 Asian Perspectives. ( U斗A)

17 Atomic Spectroscopy. ( U田〕A)

18 Australian Journal of Biolo,::icul Sciences. (;.u:;) 

19 八vianDiseases. ( UJA) 

ξ0 Beitrage zurιntomologie. (DDH) 

（理学部教授）

43 Clεy Minerals. (GBR) 

44 Clays and Clay Minerals ・ （GBR)

与5 Collection of CzechoElovak Chell'ical Commul'ications ・ （CSK)

凶 Collegeand Research Libraries. (USA) 

47 College and Research Libraries News. (USA) 

件8 Contributions to M工neralogyand Petrology, (DEU) 

49 Curre・nt Contents. Agrici.lture, Biology叩 dEnvircnmen tal 
Sciences. (USA) 

50 Curr.ent Contents. Arts and Humanities・ （USA)

51 Current Contents・ClinicalPractice. (USA) 

52 Ct.:rren t Con ten ts. Engineering, Technology and Applied 
Sciences. (LSA) 

53 Current Contents. Life Sciences, (USA) 

日 CurrentContents. Physユcal,Cl:.emical and Earth Sciences, (USA) 

日 CurrentContents. Social and Behavioral Sciences, (USA) 

56 Developmental Biology, (USA) 

57 Dissertation Abstracts International. Sect. A. (USA) 

58 Dissertation Abstracts Internationaユ.Sect. B. (USA) 

59 Dissertation Abstracts International. Sect, C. (USA) 

60 Earth and Planetary Science Letters. (NLD) 

61 Ecology. (USA) 

62 Edじcation. 〔USA)

21 Biochemical田 dBiophysicalヨesearchCommunications. (IJ川） 63 FEMS Microbiology Letters. (NLD) 

22 3io.chemic;il Journal. (ci3:l) 

23 Biocl:en:istry. （：；.；λ〕

2ι ［he logicιl 占bst.r:icts.（ゴ..；，＼）

2う i.iioloむic・，1Abstr;;ct吉・ c,r::nu'. ・,t工ソEla .. ，.バ•.＇ ＞＇ ， 、，九J

26 Biological Abstracts. RRI':. (USA) 

27 Bio:!.c,gi cal Abstracts. RRM. Cumulative In dens. ( USA) 

28 Biological Bulletin・ （USA)

29 Biology and Fertility of Soils. (NLD) 

30 Biophysical Ct:emistry. (NLD) 

31 Biopolymers・（USA)

32 BotanエcalME.gazine. (JPN) 

33 British Journal of Psychology. (GER) 

3ιBritish Veterinary Journal. (CBR) 

35 Cr:emical Abstracts. (USA) 

36 ChemicaユAbstractsIndex. Author Index ． 〔USA)

37 Chemical Abstracts Service Source Index. (USA) 

38 Chemical Geology. (l¥'LD) 

39 Chemical Physics. (NLD) 

件O Chemical Reviews. (GSA) 

※削 ChineseLiterature. (USA) 

42 Chromosoma. (DEU) 

6ム ForeignAffairs. (USA) 

65 Gamete Research. （じSA)

66 Geochim土caet Cosmo chi mica Acta. (GER) 

67 Geologische Rundschau. (DEU) 

68 Harvard Jovrnal of Asiat工C StudieE. (USA) 

69 Helvetica Chimica Acta. (CHE) 

70 Historia .Scientiarum. (JPN) 

71 Inorganic Chem工stry. (USA) 

72 Insect Biochemistry. (GBR) 

73 International Digest of Health Leg工slation. 町O.(CHE) 

74 Internat工onalGeology Rev工ew. (USA) 

75 Interr.ational Joi.,rnal of Group Psychotherapy. (USA) 

76 International Journal of Peptide剖 dProtein Research. (DNK) 

77 Journal of American Mosquite Control Assoc工ation. (USA) 

78 Journal of Analytical Chemistry of the USSR. (USA) 

79 Journal of Anatorr.y ・ （USA)

80 Journal of Animal Ecology. (GER) 

81 Journal of Antibiotics. (JPN) 

82 Journal of Applied Biochemistry. (USA) 

83 Journal of Applied Phys工oloy. (USA) 

8件 Journεlof Biochemistry. (JPN) 

-3-



85 Journal of Biological Chem工Etry, (USA) 

86 Journal of Cell Biology, (USA) 

87 Journal of Cell Science. (GER) 

130 Naturwissenschaften. (DEU) 

131 Neues Jahrbuch fur Mineralogie. Monatshefte. (J;EU) 

132 New York TimeE Book Review. (USA) 

88 Journaユofthe Chemical Society. DaユtonTransactions, (GER) 133 Newsweek. (USA) 

89 Journal of the Chemical Society. Perkin Transactions. 1. (GBR) 13与 OfficialRecords of tr.e World Health Organization. (CHE) 

※ 9G Journal of Chinese Philosophy. (USA) 

91 Journal of Colloid and Interface Science, (USA) 

9之 Joi..rnalof Comparative Physiology. A, (:CEU) 

93 Journal of Comparative Physiology, B, (DEU) 

94 Journal of Crystal Growth. (NLD) 

95 Journal of Embryology and Experimental Morphology. (GER) 

96 Journal of Environmental Q岨 lity. (USA) 

97 Jcurnal of GeneraユandApplied Microbilogy. (JPN) 

98 Journal of General Microbiology. (GER) 

99 Journal of Geophysica.l Research, (USA) 

100 Journal of HistochemiEtry and Cytochemistry, (U.SA) 

101 Journal of Insect Physiology, (GER) 

102 Journal of Low Temperature Physics. (USA) 

103 Journal of Macromolecular Science', Pt. B, ｛じSA)

10斗 Journalof Magnetユsmand Magnetic l'.aterials. (NLD) 

105 Journal of Med工cinalChemistry. (USA) 

106 Journal of Nutr、工tion, (USA) 

107 Journal of Organic Chem工Etry. (USA) 

108 Journal of Parasitology, (USA) 

109 Joi..rnal of Physical Chemistry. (USA) 

110 Journal of Physics. A. (GER) 

111 Journal of Physics. C. (GER) 

112 Journal of Physiology. (GER) 

113 Journal of Protozoology. (USA) 

※11与 Journalof the Royal Asiatic Society of Great Britain and 
Ireland. (GER) 

115 Journal of Social Psychology. ( USA) 

116 Journal of Soil Scie nee. (GER) 

117 Journal of Statistical Physics. (USA) 

118 Language and Language Behavior Abstracts. (USA) 

119 Library and Informations Science Abstracts. (USA) 

120 Library Journal. (USA) 

121 Library Resources and Technical Service. (USA) 

122 Life. (USA) 

123 Linguistics and Language Behavior Abstracts. (US:,) 

124 Listener. (GER) 

125 Marine Geology. (NLD) 

126 M工krochimica Acta. (AUT) 

127 Monthly Catalogue of United States Government 
Publ工cations. (USA) 

128 Monthly Review. (USA) 

-4一

135 Physica. A, (NLD) 

136 Physics of the Earth &nd Planetary工nteriors. (NLD) 

137 Phy tomorphology・ （IND)

138 Polymer. (GER) 

139 Polymer Joi..rnal. (JPN) 

14G Prcceedings of the National Academy of Sciences of 
the United States of America. (USA) 

1件1 Protistologica. (FRA) 

142 Putlic Heal th Papers ．舵O. (CHE) 

1り ResearchQuaterly for Exercice and Sport. (USA) 

1与件 Research in Veterninary Science. (GER) 

1件5 Science. N.S. (USA) 

146 Scユer.ce Progr~，ε5・（GER)

147 Scientific American ． （じSA)

148 Sc工entific Papers of the Inst工tuteof Physical and Chemical 
Rese.s.rch. (JPN) 

1与9 Sedimentary Geology. (NLD) 

150 Soil Biology田 dBiochem工stry. (GBP) 

151 Soil Science. (U.SA) 

152 Soil Science and Pl.s.nt Nutr工tion. (JPN) 

153 Sロユ1Science Soc工etyof America Journal. (U.SA) 

15斗 Soilsand Fertilizers. (GER) 

155 Syn thesis・（DEU)

156 Synthesis and Reactivity in Inorganic and Meta] Organic 
Chemistry. (USA) 

157 Tector.ophysics. (NLD) 

158 Tetrahedron Letters. (GER) 

159 TextユleResearch Journal. (USA) 

16G Times Higher Education Supplement. (GBR) 

161 TユmesLiterary Supplement. (GER) 

※162 To叩 gPao・Ser.2. (NLD) 

163 Trends in Analytical Chemistry. (NLD) 

16件 Ulrich'sQuarterly. ( USA) 

165 Vaccinat工onCertificate Requiremer.ts for International 
Travel ．附O. (CHE) 

16己 VeterinaryImmじnologyand Immunopathology. (NLD) 

167 Weather. (GER) 

168 World Heal th. 阻 0. (CHE) 

169 Yee.st. (GER) 

170 Zeitschrift fur Angewand te En tomologi e. ( DEU) 

171 Zeitschrift fur Pflanzenernahrung und Bodenkunde. (DEU) 

172 Zoological Science. (JPN) 

※は書庫内



印影の思い出

蓮永秀夫

文化12年(181.5）に中河原に山口講堂が開かれてから約 170年。乙の聞に山口明倫館で鴻城学舎で

さらに高等専門学校で収集された図書が引継がれて山口大学の蔵書となっており、現在の蔵書数は

本館（山口地区） 80余万冊、全学では 100万冊を超える数になっている。乙れ等の蔵書には当然の

乙とながらそれぞれの学校の蔵書印が捺されている。1冊の図書に棲数の蔵書印が捺されているも

のもあるので捺されている印影の数は蔵書数よりかなり多い乙とになる。

蔵書印は学校の名称、が改められるごとに変っている乙とぐらいは判っていても、その種類数など

日頃は全く無関心なものである。 「山口高等商業学校印影図書展観目録」 （同校図書課編、昭和 9)

によると山口高等商業学校改称前までの「本校関係印影」が22種となっている。そこで本館の蔵書

について、上記以外の蔵書印を改めて調べてみると、山口高等学校（大正 8年以降） 1、山口師範

学校（明治7年以降） 18、女子師範学校（大正4年以降） 5、青年師範学校（大正10年以降） 4、

山口高等商業学校（明治38年以降） 4、獣医畜産専門学校（昭和19年以降） 2 計34種が確認でき

たが、この時代のものは例えば青年師学校の大正10年以前のものが全然判らないなどそれ以上にあ

るのではないかと思われる。

山口大学となってからは「山口大学図書之印」 （大・小2種）が昭和25年から昭和45年まで使わ

れ、ほかに「山口大学蔵書」 「山口大学図書」という長方形の印、 「山口大学農学部図書印」も使

われている。昭和45年から昭和57年まで「山口大学附属図書館蔵書」 （楕円形）、昭和57年以降仙

口大学附属図書館蔵書（円形）と変り 7種、以上の合計は63種となる。数多い蔵書印の中で私にと

って最も印象に残るものは昭和25年から使った「山口大学図書之印」であろう。との印は大きさが

4. 4 cm×4. 4 cmでそれまで使っていた蔵書印 3.6 cm×3. 6 cmtζ比べるとーまわり大きく感じられ、

そのために朱肉のっけ方とか捺すときの力の入れ方に気を使ったこと、しかし捺した印影は大変椅

麗であった乙となどが思い出される。

旧藩校明倫館の蔵書は「明倫館御蔵書根帳写」 （山口大学人文学部漢籍調査班、昭和57）には約

2千部記載されている。しかしその大部分は明治維新後散逸し現在残っているものはその10分の l

にもならないのではなし可かと思われる。旧藩時代各所に所蔵されていた図書も明倫館の図書と同様

の運命をたどったようである。その蔵書印の捺された図書が現在 1部しか残っていないのではない

かと思われるもの（もちろん私の見て来た限られた範囲での乙と〉もある。

その蔵書印の印記と残っている図書は次のものである。

1. 「越氏塾印」：「三国志」 （本学所蔵）

越氏塾は亨保の頃河野養哲が三田尻iと胡設、その蔵書は「部数概略2百余種」 （日本教育史資

料2 文部省明治23）であった。維新後 1928冊（約 170部）は華浦小学校lζ引継がれていたが

現在同校には 1冊も残っていない。

2. 「講習堂」： 「占事記停」 （本学所蔵）

元治元年 （1864) 2月越氏塾を学習堂と改め、周年7月さらに講習堂と改めた。

3. 「好生館印」： 「本草綱目啓蒙」 （山口県立山口図書館所蔵） 天保11年 （1840）萩に創設さ

れた医学校は嘉永3年 （1850）に好生館と改称、安政3年 （1856 ）には好生堂と改めた。

4. r憲章館御蔵書」：「一騎歌壷」 （萩市郷土博物館所蔵） 憲章館は文化 2年 （1805）服部侍巌
の建議により領主毛利房裕が吉敷村に開設したものである。

5. 「問団益氏」： 「歴代名臣言行録」 （本学所蔵） 問田益田氏7代の主元固は天保 2年 (1831)

に大内字問固に「学習斎」を開設した。

6. 「成器塾印」： 「資治通鑑」 （本学所蔵） 慶応元年 (1865）毛利一門および高禄の士の子弟
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を教育する成器塾が山口の小学舎に特設された。

このほか「博習堂印」は「造艦伝習書」 （山口県立山口図書館所蔵）と「Dekleine oorlog 

1852 J （大村益次郎蔵書一鋳銭司郷土館）の 2点に残っているのみである。本の運命のはかなさを

痛感させられると同時に乙れ等の蔵書印の印影がいとおしく思われる。

山口市役所のあたりへ出かけるとついでに美術館前から教育会館跡に出て御茶屋橋へのコースを

通る乙とがよくある。御茶屋橋から中市へ通じる新了は国道9号線で分断されている。国道の手前

の新丁は左側が山口市公設市場、右側は川端市場であるが、乙の山口市公設市場のあたりが山口講

堂の創建されたと乙ろというととである。山口講堂については山口高等商業学校沿革史（昭和15)

には「旧祉山口市大字中河原第8番地現今山口市公設市場、而してその規模は、茶館に通ずる杉の

馬場即ち今の新町に面して本門があり、門外には生垣を環らし、本門を入って中央に講堂があり、

正面5間半、奥行4問、三面iζi因縁があったjとあり、ほかに構内にあった槍術場、剣術場、書庫、

射場の稽古場の位置や面積についても委しく誌されている（新町は新丁の誤りであろう）。現在の

公設市場は中河原 7番のようであるから中河原8番は新丁通りのあたりとなり、杉の馬場は隣の市

場にかかる乙とになりそうである。しかし今の橋の上からは公設市場の建物が大きく自に入るばか

りでその昔の生垣の位置など見当もつかないし、講堂の建物を想像するとともできない。いずれに

しても現在本学に所蔵する山口講堂の印記「講堂図書府記」、山口講習堂の印記「講習堂図書記」

のある図書がかつて収蔵されていた場所は今の公設市場のあたりであり、本学蔵書印の源流という

乙とになる。これからも折々にこの界隈を尋ね源流を辿りたいと思っている。30数年の図書館生活

とは間もなくお別れするととになるが蔵書印の印影はとれからも私の心の中に残り f筒える乙とはな

いと思う。永い伝統のある本学図書館の多くの図書に接することのできた幸せをいましみじみとか

みしめている。 （参考係）

寄贈図書

（本館）

山口房司（人文学部教授）

南北戦争研究山口房司著啓文社 1985

日 ミミ土
ロ，c、

10月3日（木） 参議院文教委員視団来館

（工学部分館）

西川正明（工学部教授）

磁気記録の理論西川正明著朝倉書店 1985

10月17日（木）～18日（金） 昭和60年度国立大学附属図書館事務部長会議（於 弘前大学）

10月26日（土）～27日（日） 図書館職員親睦レクリェーション（唐津市）

10月31日（木）～11月1日（金） 第21回日本医学図書館協会中国四園地区部会（於宇部 山

口大学医学部）

11月13日（水）～15日（金）

館）

第26回中国四園地区大学図書館研究集会（於 愛媛 にぎたつ会

第12回国立大学図書館協議会中国四園地区協議会、同係長会議11月21日（木）～22日（金）

12月23日（月）

1月25日（土〉

「於香川さぬき荘）

機械化推進委員会

図書館職員研修会：大学図書館業務電算化について（講師：国文学研究資料館

情報処理室長 安永尚志）

編集・発行 山口大学附属図書館〒753山口市大字吉田電話 （0839) 22 -6111内線788
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